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令和２年３月５日 

 

 

 指宿市教育委員会 

 教育長 西森 廣幸 殿 

 

 

                        指宿市望ましい学校づくり調整会議 

                        開 聞 中 学 校 区 会 議 会 長 

 

 

指宿市望ましい学校づくり調整会議（開聞中学校区会議）報告 

 

 

 指宿市望ましい学校づくり基本方針に定める指宿市立小学校の望ましい学校づくりを 

円滑に推進するため，開聞中学校区では，平成30年６月15日（金）に開催した第１回の調整

会議を皮切りに，４回の中学校区会議とそれぞれの小学校区会議を１回開催し，協議して 

参りました。 

 つきましては，指宿市望ましい学校づくり調整会議設置要綱第９条第２項の規定に基づ

き，別添のとおり現在までの協議過程結果を報告いたします。 

 なお，別添参考資料に記載しましたこれまでの協議過程における委員の意見等も参考と

していただきますよう申し添えます。 
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指宿市望ましい学校づくり調整会議（開聞中学校区会議）報告書 

 

１ 調整会議（中学校区会議）の開催 

 ・ 第１回 平成30年６月15日（金） 於：ふれあいプラザなのはな館 

 ・ 第２回 平成30年11月29日（木） 於：開聞総合体育館 

 ・ 第３回 令和元年６月13日（木） 於：開聞農村環境改善センター 

 ・ 第４回 令和元年10月28日（月） 於：開聞農村環境改善センター 

 

２ 小学校区会議の開催 

 ・ 開聞小学校区会議 令和元年７月30日（火） 於：開聞総合体育館 

 ・ 川尻小学校区会議 令和元年７月31日（水） 於：川尻ふれあい交流館 

 

３ 望ましい学校づくり基本方針に対する開聞中学校区会議の意見 

 ⑴ 小学校の学校規模の適正化について 

  ア 開聞小学校区の意見 

   ・ 基本方針に基づき，川尻小学校との集約を目指してほしい。 

   ・ 集約時期については，具体的な協議を進めながら定めてほしい。 

   ・ 「地域」より「子供」を優先して検討してほしい。 

 

  イ 川尻小学校区の意見 

   ・ 川尻小学校を存続させたいという意見もある。 

   ・ 基本方針に基づき集約するとしたら，川尻小学校に集約してほしい。 

   ・ 学校再編が必要という意見もある。 

   ・ 特認校制※の活用について検討してほしいという意見もある。 

 

 ⑵ 中学校の学校規模の適正化について 

  ・ 学校再編が必要である。 

  ・ 将来的なビジョンを持っておく必要がある。 

  ・ 市内のすべての中学校が適正規模になるように早急に学校再編を進めてほしい。 

 

 ⑶ その他の意見 

  ・ 開聞小学校と川尻小学校が再編に向けて進んだ場合は，集約する学校について要件

を定め，開聞小学校に集約する場合や川尻小学校に集約する場合など，選択肢をいろ

いろ出して検討を進めてほしい。 

  ・ 開聞・山川地域の小中学校を１校に再編する案を引き続き調査研究してほしい。 

  ・ 最終的には，子供たちにとって何が本当に大切なのか再確認する必要がある。 

 

 

  

※特認校制（学校選択制のひとつ） 

 従来の通学区域は残したままで，特定の学校について，通学区域に関係なく，市内の

どこからでも就学を認めるもの。 

 学校選択制には，他に市内すべての通学区域を廃止する『自由選択制』や特定の地域

のみ自由に学校選択ができる『特定地域選択制』などがある。 
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開聞中学校区会議における望ましい学校づくりに関するの協議過程 

 

１ 第１回 開聞中学校区会議（合同会議） 

 ○日時：平成30年６月15日（金） 18時30分～20時30分 

 ○場所：ふれあいプラザなのはな館 視聴覚室 他 

 ○内容：基本方針の概要，役員選出，グループ協議（ワークショップ） 

（１）基本方針の概要 

 

                     平成30年３月に策定した「指宿市望ましい

学校づくり基本方針」に基づく学校像と，これ

からの検討事項 

 

 

 

 

【基本方針に定める望ましい学校づくり】 

 中長期的な視点に立ちつつ，当面の課題

（過小規模校の解消）を解決するために学

校規模の適正化を図る。 

 開聞地域では，保護者や地域住民との協

議を重ねながら2021年度を目途に２小学

校を既存校１校に集約することを目指す。 

【集約までのスケジュール】        

                    ① 保護者を対象とした説明会やアンケートな

どを実施して，基本方針の周知後，「基本方針

に基づいて協議を進めてよいかどうか」を協

議する。 

                    ② 学校集約の条件について協議するとともに，

集約する学校位置や通学方法などについて検

討する。 

                    ③ 学校跡地の活用方法，施設・備品等の協議，

学校行事・事前交流等の協議を進めるととも

に，式典行事やＰＴＡ等の組織の協議などを

行う。 

  

【参考資料】 
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（２）グループ協議（ワークショップ）のまとめ 

  ア 開聞小学校区の意見のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・旧開聞地域として，学
校を存続させるために，
小中一貫校も考える必要
がある。 

・小中一貫教育を進める
上で，現状分離型でする
なら，小学校１校中学校
１校が進めやすい。 

○小中一貫教育について 

・施設一体型ではなく，小学校，中学校がそれぞれ単独
でいいと思う。 

・現在，大人の考えで進
めているが，子どもたち
はどう思っているのだろ
うか，気になる。 

・少年団の子どもたちは
とても仲良くやっている
と思います。（バレー女
子） 

○子どもの意見は？ 

・開聞と川尻の子どもたちはどう思っているのかも生
の声を聞いてみたい。 

・３月に策定された
基本方針に従い，望
ましい学校づくりを
進めてほしい。 

・予算や備品等，
２校分あると効
率的に柔軟に活
用できる。 

・開聞地域全体
が活性化できる
ようになるに
は･･･のことと，
学校再編とは切
り離して考える
べき。子どもフ
ァーストである
べき課題。 

・今回からの参加であり，これまでの経緯はあまりわかりませんが，地域の実情（損得感情）より
も，将来を担う子どもたちへの教育のあり方を最優先すべきではないか。反対する意見を耳にする
と，学校が廃校となれば地域が活性化しない，寂しくなる等の大人の考えしか耳にしないような気
がする。私は今回示された案に賛成する。廃校されるのが望ましくないなら，地域として特認校の
ような制度も考慮し，もっと地域が盛り上げるべきではないか。 

○基本方針どおり進めてほしい 

・児童・生徒が減少
する中で，規模の適
正化を図る必要が
あるのでは。 

・適正規模にするため
には２小学校を１小学
校に集約したほうが望
ましいのでは。 

・少子化の中で環境
整備は大変であるよ
うです。学校施設・遊
具も古く使えないも
のもあるようですが。 

・専科の教員が必
要な学ぶときも
あると思います。 

・クラス替えができるように。 

・一番古い校舎
について愛着が
ありますが，あ
ちらこちら危な
い と こ ろ が あ
り，対応をして
いただきたい。 

○少子化 

・学校行事の準備
等も人手が必要
だと思います。 

・児童数の減少に
伴い，少年団活動が
厳しくなってきた。
児童数は多い方が
活動しやすい。 

・開聞地域のみの
集約校，山川地域の
みの集約校はいい
と思うが，開聞・山
川を全て集約する
ことには，あまり賛
成できない。 

○開聞・山川の

集約には反対 

・小･小再編ではなく，
小･中再編への切り換え
ではどうなんでしょう
か。 

・開聞中と山川中と再編があった場合，川尻の立場は変
わらないのかどうか聞いてみたい。 

・反対の取り組み，地域との
組み合わせの問題があり，今
後の方向性も別な取り組み
があってもいいのでは。 

○学校再編について 

・山川が先に小中一貫校
を始めたら，開聞小・中も
そこへ編入してみたいと
思う。（個人的に） 

・逆に開聞小が山川
校区への再編もあり
なのではないか。（新
校舎で） 

・小規模校は小規模校で地区との交流もあり良い
と思う。小規模であることでの良いところを残し
たい。 

○小規模校の良さ 

・児童数が増えれば，
今，小規模に慣れている
児童たちの戸惑いや不
安も増えると思う。 

○子どもの不安 

・少人数や複式と
なった場合，修学旅
行等，負担が大きく
なるのではないか。 

○少人数の親の負担 

・開聞小の運動会を見ている姿もとても楽しそうに（うらやましそうに）見ておられました。開聞も，丹波や柳田がうら

やましいですが。 

○行事について 

・地域行事についても，大きな学校になったら地域を問わず協力できるのでは。 
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  イ 川尻小学校区の意見のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・山川地域を優先して，開聞地域
は住民への理解を求めるべきだ。 

・アンケートは
無視されている。 

・今までの経緯を踏まえて考える
と，反対意見が多くても，出された
基本方針どおりに進んでいってし
まうのかなという不安がある。 

・教委が良い考
えを集約して，
結果何も変わ
らない。 

○住民の声について 

・基本方針（適正規模）は進
めるべきではないと思う。 

・２校を１校にしなく
ていい。 

○基本方針に反対 

・歩いて登下校しなくなるため，
地域住民との関わりが薄くなる
ことは？地域の教育力の低下に
つながるのでは？ 

・地域にとって小
学校はコミュニ
ティの核である。 

○地域との関係 

・教育に関しても，少数の
ほうが効率的。コールマン
報告で証明済み。 

・小さな学校へ来るよ
うにも考えるべき。 

・低学年においては，学
習習慣の定着・見届け
等少人数であるために
指導が徹底する。 

・少数の学校が世界の流
れ。ＷＨＯは１００人以下
を望ましいとしている。 

○小さい学校のほうがいい 

・Ｈ３３年度を目途にと
いう考え方は早いような
気がする。 

・３３年度は早すぎる。 

・保護者の反対意見も多
い中，Ｈ３３年度を目途
にというのは時期として
早すぎるのかなと思う。 

・３年間で集約できるの
か。スケジュールはどの
ようになっているのか。 

○平成３３年度の集約は早い 

・３３年度を目途の根拠
は？じっくり説明してほ
しい。 

・川尻元気プロジェクト
で地域が盛り上がり，移
住者も入った。長い目で
再編は考えるべき。 

・開聞地域が合併
を望むのなら，川尻
小に集めれば？ 

・川尻小は地域と
学校が一体となっ
て教育を進めてい
るので，開聞小が川
尻小にきてほしい。 ・大きな学校に集約する理由を

コストで考えてほしくない。 

○川尻小学校に集約してはどうか 

・２校を１校に目指すなら，開聞
の児童を川尻に集約してほし
い。 

・交流学習をいつも開聞小に行
くと，子どもがそのつもりにな
る。川尻小で実施してほしい。 

・開聞地域だけの統合で
はなく，山川地域も一緒
に考えたらどうか。 

・施設一体型の新設の目途は何年くらいあるのか。 

○山川地域との再編について 

・どのみち山川との合併
があるなら現状のまま
でいい。 

・教育課程編成上の
課題 

・気になることは複式学級の
とき，子どもたちの学習内容
の充実が心配である。 

・複式学級になるこ
とにより，職員減，校
務分掌の課題あり。 

○適正化の必要性 

・学級に同性が１～
２人となってしまう
場合の課題。（社会
性，人格形成上，中学
校進学，その他） 

・教育活動をより充実させる
ためには，学校規模の適正化
を図ることは必要である。１
学年２０名はほしい。 

・学び合いによる学習の深ま
り。体育，記録会等での選手
の選出。 

・保護者・地域住民との
協議は何回くらいやる
のか。 

・説明ではメリットが
多く話されていた。デ
メリットについての情
報もあるはずだが，今
後行われる説明会では
どちらも話していただ
き，保護者の意見を聞
いてほしい。 

○事務局の進め方について 

・仮にスクールバスでの
通学となった場合，忘れ物
をして乗り遅れてしまっ
たりすることがあると思
う。そのときは結局保護者
の送迎になるのでは？（自
分の甥っ子，姪っ子の中学
校が統合されている。祖父
母が上記理由でよく送迎
をしている。）そういう細
かい不安はどの程度くん
でもらえるのでしょうか。 

○その他の意見 

・各学校ごとの学力を
示してほしい。（小さな
学校がいけない理由） 

・ネットを活用した交流を図る。 

・基本方針の方向性とし
ては，小学校を１校に･･･
とのことだが，先に中学校
を１校に･･･というのはで
きないのだろうか。（小中
一貫教育が難しくなって
しまうのでしょうか？） 

・ある程度の方向性は持っていかなければ，物事が進まな
いと思われますが，主体は子どもなので，それを主として
親がよい方向へサポートしていきたいと思う。 

・川尻小学校を残し，山川地域が大きくなって困った
児童が入れる逃げ道をつくる。 

・使われなくなった校
舎の管理が決まるまで
の間は誰が？ 



- 4 - 

 

２ 第２回 開聞中学校区会議 

 ○日時：平成30年11月29日（木） 18時30分～20時30分 

 ○場所：開聞総合体育館 第１会議室 

 ○内容：調整会議の今後の進め方について小学校区ごとに協議 

【小学校区ごとの意見】 

開聞小学校区の意見 

・中学校区で一体となって進められないなら，別な策を出さないといけないのではない

か。 

・学校の統廃合が，地域の衰退の大きな本当の原因なのだろうか。 

・先生方に子どもたちの教育向上や体力向上など，いろいろな向上について，「どういう

環境であれば，どういう子どもたちに育てられるのか」というような意見を聴取して

ほしい。 

・学校が地域防災拠点となり得るような大きい新校舎を構え，開聞小，川尻小，開聞中

を一緒にしてはどうか。 

川尻小学校区の意見 

・「2021年度は早過ぎる」「急ぎ過ぎ」という意見が多い。時間をかけながら，検討を進

めていくべきではないか。 

・川尻小学校区では大多数の方が，平成29年度に行われた住民説明会で「反対」という

意見を出している。先に保護者への意見交換会をしたとしても，その後，地域住民と

の意見交換会をするなど，段階を踏んで協議していかないといけないのではないか。 

・川尻小学校は地域にとって歴史的，文化的な背景が特に強い。基本方針が2021年度と

なっているが，それを凍結して進めるべき。 

・防災という観点でも「地域に若者を」ということは必要だと思う。「学校が無くなると

心配だ」と，みんな不安に思っているので，統廃合が原因で地域が衰退すると思って

いる。 

 

３ 第３回 開聞中学校区会議 

 ○日時：令和元年６月13日（木） 18：30〜20：30 

 ○場所：開聞農村環境改善センター ２階会議室 

 ○内容：第２回開聞中学校区会議で出された意見に対する教育委員会の回答 

     中間報告ついて小学校区ごとに協議 

【今後の進め方について】 

・これまでの協議状況をまとめた中間報告書をまとめる。 

・小学校区会議の意見・中学校区会議の意見をまとめて教育委員会に提出する。 

【その他の確認事項】 

・公的な書類等については，開聞中学校区会議で協議した上で提出することとした。 

 ※この他，小学校区ごとに分かれて協議を行ったものの，意見集約に至らなかったため，

次回の中学校区会議までの間に各小学校区の会議を開催して意見を集約し，次回の中

学校区会議で中学校区の意見の集約を図ることとした。 
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４ 第１回 開聞小学校区会議 

 ○日時：令和元年７月30日（火） 19：00〜20：50 

 ○場所：開聞総合体育館 第３会議室 

 ○内容：開聞小学校区の意見集約の協議 

【小学校に関する意見】 

・基本方針は子供たちのために慎重に検討した結果であるので進めるべき。 

・開聞地域に住んでいる以上，まずは川尻小と一緒になることを考えるべき。 

・学級数が増えなくても，人間関係の固定化の解消には児童数は多い方がいい。 

・「地域から学校がなくなる」ということではなく子供たちのことを優先するべき。 

・時期尚早と言うが，いつならいいのか。時期が適正ならば待ってもいい。 

・開聞小と川尻小が再編するとなった場合，いろいろな選択肢を検討してほしい。 

【中学校に関する意見】 

・将来的なビジョンを持っておくべき。 

・開聞小・川尻小・開聞中が一緒になっても中学校の規模は変わらない。 

【その他の意見】 

・最終的には，子供たちにとって何が本当に大切なのか再確認する必要がある。 

 

５ 第１回 川尻小学校区会議 

 ○日時：令和元年７月31日（水） 18：30〜19：50 

 ○場所：川尻ふれあい交流館 １階和室 

 ○内容：川尻小学校区の意見集約の協議 

【小学校に関する意見】 

・川尻小を存続させたい。 

・再編する場合は，川尻小に集約してほしい。 

・児童を増やすための手立てをしていきたい。 

・特認校制度を活用してはどうか（特認校の説明を記載してほしい）。 

・一方で再編は必要という意見もある。 

【中学校に関する意見】 

・ぜひ学校再編してほしい。 

・市全体で２～３校程度になるよう調査研究を進めてほしい。 

・「調査研究してほしい」という意見と「早急に再編してほしい」の両意見がある。 
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６ 第４回 開聞中学校区会議 

 ○日時：令和元年10月28日（月） 18：30〜20：30 

 ○場所：開聞農村環境改善センター ２階会議室 

 ○内容：中間報告ついて中学校区の意見集約 

【小学校の学校規模の適正化について】 

開聞小学校区の意見 

・基本方針に基づき，川尻小との集約を目指してほしい。 

・集約時期については，具体的な協議を進めながら定めてほしい。 

・「地域」より「子供」を優先して検討してほしい。 

川尻小学校区の意見 

・川尻小を存続させたいという意見もある。 

・集約するとしたら，川尻小に集約してほしい。 

・学校再編が必要という意見もある。 

・特認校制※の活用も検討してほしいという意見もある。 

【中学校の学校規模の適正化について】 

・学校再編が必要である。 

・将来的なビジョンを持っておく必要がある。 

・市内のすべての中学校が適正規模になるように早急に学校再編を進めてほしい。 

【その他の意見】 

・開聞・山川地域の小中学校を１校に再編する案を引き続き調査研究してほしい。 

・最終的には，子供たちにとって何が本当に大切なのか再確認する必要がある。 

 

 
※特認校制（学校選択制のひとつ） 

 従来の通学区域は残したままで，特定の学校について，通学区域に関係なく，市内の

どこからでも就学を認めるもの。 

 学校選択制には，他に市内すべての通学区域を廃止する『自由選択制』や特定の地域

のみ自由に学校選択ができる『特定地域選択制』などがある。 


